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●人のうごき（５月１日現在）
9,395人（+11）
男4,693人（+2）　女4,702人（+9）
出生5人　死亡10人　転入38人　転出22人
3,690世帯（+12）（　）内は前月比

目　次 02～03
04
10

【特集】国民健康保険
病児保育のご案内
グリーンライフカレッジ＆ことぶき大学開講式（6月16日）

●ハートの茶葉を探せ。茶摘み体験交流会／５月６日（日）
　21お茶のふるさと塾（＝谷口郁男塾長）主催による毎年恒例の大人気イベント“茶
摘み体験交流会“が行われました。当日は、天気に恵まれ、多くの参加者が町内外から
集い茶園で茶摘みを楽しんだほか、総合文化センターで石臼や茶香服体験を行いま
した。

21
お
茶
の
ふ
る
さ
と
塾
主
催

茶
摘
み
体
験
交
流
会

◎
手
も
み
で
製
茶
体
験

◎
♥
の
茶
葉
み
ー
つ
け
た

◎
石
臼
で
抹
茶
を
作
る



国保は助け合いの制度
日ごろの健康づくりを心がけましょう

介護医療課☎８８－６６１０

　
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、
国

保
）
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
に
応
じ
て
お

金
を
出
し
合
い
、
病
気
や
け
が

を
し
た
と
き
に
安
心
し
て
医
療

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
備
え
る

相
互
扶
助
の
保
障
制
度
で
す
。

本
町
の
国
保
に
は
平
成
30
年
４

月
末
現
在
で
、
１
，
３
０
７
世

帯
、
２
，
３
１
３
人
が
加
入
し

て
い
ま
す
。

　
町
国
保
会
計
は
、
平
成
19
年

度
決
算
で
約
２
，
９
０
０
万
円

の
赤
字
に
な
っ
て
以
降
、
赤
字

を
積
み
重
ね
、
不
足
分
を
翌
年

度
会
計
か
ら
繰
り
上
げ
て
充
用

す
る
危
機
的
な
状
況
に
陥
っ
て

い
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
決
算
で
、
累
積

赤
字
額
は
約
２
，
３
４
５
万
円

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

29
年
度
決
算
で
は
、
累
積
赤
字

を
解
消
し
、
国
保
会
計
は
黒
字

と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
し
か
し
、
医
療
費
は
依
然
と

し
て
高
い
傾
向
に
あ
り
、
今
後

も
国
保
財
政
を
安
定
的
に
運
営

す
る
た
め
に
は
、
国
保
加
入
者

の
健
康
づ
く
り
が
不
可
欠
で
す
。

　
生
活
習
慣
病
は
、
特
に
自
覚

症
状
も
な
く
進
行
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
異
常
を
発
見
す
る
た

め
に
は
、
毎
年
の
健
康
診
査
の

受
診
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
特
定

健
診
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
原

因
と
な
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
予
防
に
重
点
を
置
い

た
検
査
を
行
い
、
そ
の
早
期
発

見
に
よ
り
生
活
習
慣
病
を
予
防

し
ま
す
。

　
町
国
保
で
は
40
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
７
月
か
ら
９
月
の
期

間
で
特
定
健
診
を
無
料
で
実
施

し
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
に
は

６
月
下
旬
に
受
診
案
内
を
個
別

に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
案
内
が

届
い
た
方
は
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
特
定
健
康
診
査
の
結

果
、
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が

現
れ
は
じ
め
た
方
に
は
、
生
活

習
慣
の
見
直
し
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
「
特
定
保
健
指
導
」
を
ご
案

内
し
て
い
ま
す
。
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
を
積
極
的
に
活

用
し
て
、
健
康
的
な
生
活
を
送

り
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
30
年
４
月
か
ら
国
保
制

度
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
都
道
府
県
が
市
町
村
と
と
も

に
保
険
者
と
な
り
、
国
民
健
康

保
険
制
度
を
担
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。「
持
続
可
能
な
医
療

保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」の
成
立
に
よ
り
、

今
年
度
か
ら
都
道
府
県
が
財
政

運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
、
安

定
的
な
財
政
運
営
や
効
率
的
な

事
業
の
確
保
な
ど
、
国
保
運
営

の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
制

度
の
安
定
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
都
道
府
県
と
市
町
村
の
主
な

役
割
分
担
は
右
表
の
と
お
り
で

す
。

︻
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ
︼

　
次
の
各
種
手
続
き
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
町
が
窓
口
と
な
り

ま
す
。

○
国
保
の
加
入
・
喪
失
、
被
保

険
者
証
な
ど
に
関
す
る
こ
と

○
償
還
払
い
（
療
養
費
・
高
額

療
養
費
）
の
申
請
、
葬
祭
費
や

出
産
育
児
一
時
金
の
給
付
な
ど

に
関
す
る
こ
と

○
国
保
税
の
計
算
に
関
す
る
こ

と○
特
定
健
診
な
ど
の
保
健
事
業

に
関
す
る
こ
と

︻
広
域
化
で
変
わ
る
こ
と
︼

○
国
保
の
財
政
運
営
が
都
道
府

県
単
位
で
行
わ
れ
ま
す
。

○
国
保
加
入
者
の
資
格
管
理
を

都
道
府
県
単
位
で
も
管
理
す
る

都道府県と市町村の役割分担表

都
　
道
　
府
　
県

○保険給付に必要な費用を市町村へ全額交
付

○市町村ごとの国保事業費納付金を決定
○標準的な算定方法などにより、市町村ご
との標準保険料（税）率を算定・公表

○国保運営方針に基づき事務の効率化、標
準化、広域化を推進

市
　
　
町
　
　
村

○国保加入者の資格を管理（保険証などの
発行）

○保険給付の決定など
○標準保険料（税）率などを参考に保険料
（税）を決定し、賦課、徴収を実施

○特定健康診査など保健事業を実施
○国保事業納付金を都道府県に納付

国
保
会
計
の
現
状
と
今
後

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
！

特
定
健
診
を
受
け
よ
う

国
保
広
域
化

←

～健康は歯から～ ●まずはお電話でご予約を●

△火曜　午前9:00～12:00・午後2:00～7:00

中川歯科医院
8

歯 は

8-5
ご　予　約

489銘城台10-5

診療時間 月

午前 9：30～12：30 ○

午後 3：00～8：00 ○

火

△

△

水

○

－ ○

○

木 金

○

○ －

○

土 日／祝

－

－

衛生士・助手
▶雇用形態
正社員・アルバイト
＊初心者・新卒の方
　大歓迎

急募

･ 総務課☎88－6631

『町民の窓』有料広告を募集

▲ 発行　毎月１日　3,300部

▲ 規格　１枠 縦4.5㌢×横８㌢　２色印刷（紙面と同色）

▲ 料金　１枠あたり　１月5,000円、１年50,000円（12月）
　　　　　※２枠以上の掲載もできます。

▲ 備考　●広告内容には制限があります。
　　　　●広告の掲載位置は町で決定します。
　　　　●契約は１か月単位から年間まで、ご要望にお応えします。
　　　　●掲載月の前月10日までに原則入稿。
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◆保険給付費の推移
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こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
保
険
証
の
様
式
が
変
更
に
な

り
ま
す
。

○
都
道
府
県
内
の
市
町
村
間
で

転
居
す
る
場
合
で
引
き
続
き
国

保
に
加
入
す
る
場
合
は
、
高
額

療
養
費
の
多
数
回
該
当
が
引
き

継
が
れ
、
医
療
費
の
自
己
負
担

額
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　　
国
民
健
康
保
険
税
（
以
下
、

保
険
税
）
で
は
、
所
得
の
額
に

応
じ
た
軽
減
措
置
（
左
記
の
と

お
り
）
が
あ
り
ま
す
が
、
申
告

の
必
要
な
方
が
申
告
し
て
い
な

い
場
合
は
、
軽
減
措
置
が
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。

　
未
申
告
の
場
合
、
軽
減
の
判

定
が
で
き
な
い
ば
か
り
で
な

く
、
高
額
療
養
費
支
給
額
の
算

定
の
際
、
高
額
所
得
者
と
み
な

さ
れ
、
給
付
額
が
減
額
さ
れ
る

な
ど
、
ご
自
身
に
不
利
益
が
生

じ
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
分
の
保
険
税
の

納
税
通
知
書
は
、
６
月
中
旬
に

郵
送
に
て
世
帯
主
（
納
税
義
務

者
）
の
方
宛
に
送
付
し
ま
す
。

国
保
は
世
帯
単
位
で
の
加
入
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
世
帯

主
の
方
が
国
保
加
入
者
で
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、
保
険
税
の

納
付
義
務
が
生
じ
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　
保
険
税
は
12
カ
月
分
を
６
月

か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
10
回
に

分
け
て
支
払
う
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
４
、
５
月
以
外
の

月
は
毎
月
納
期
が
あ
り
ま
す
の

で
、
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ま
た
、
年
金
天
引
き
に
よ
り

納
付
し
て
い
た
だ
く
世
帯
は
、

４
月
・
６
月
・
８
月
の
納
付
額

は
平
成
29
年
度
の
税
額
で
仮
徴

収
を
行
い
、
10
月
・
12
月
・
翌

年
２
月
の
納
付
額
で
平
成
30
年

度
の
税
率
に
合
わ
せ
て
再
調
整

し
ま
す
。

　
平
成
30
年
４
月
か
ら
国
保
制

度
が
変
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
保

険
税
率
等
の
改
定
を
行
い
ま
し

た
。

　
今
回
の
改
定
は
、
京
都
府
が

標
準
的
な
算
定
方
法
な
ど
に
よ

り
、
市
町
村
ご
と
の
標
準
保
険

料
（
税
）
率
を
算
定
し
た
も
の

を
参
考
に
改
定
し
ま
し
た
。

　
保
険
税
は
、
前
年
の
所
得
を

も
と
に
算
定
す
る
「
所
得
割
」、

固
定
資
産
税
額
（
土
地
・
家
屋
）

を
も
と
に
算
定
す
る
「
資
産

割
」、
被
保
険
者
数
を
も
と
に

算
定
す
る
「
均
等
割
」、
加
入

世
帯
に
か
か
る
「
平
等
割
」
の

合
計
額
で
、
医
療
分
、
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
、
介
護
分
の
そ

れ
ぞ
れ
の
税
率
な
ど
を
使
っ
て

算
出
し
ま
す
。改
正
の
内
容
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。

潮見博司さん
（郷之口）

髙田美智子さん
（岩山）

谷川利明さん
（奥山田）

矢野登代子さん
（南）

人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん

保険税の軽減措置
収入がない方も申告を

解雇や倒産などで失業した方は
保険税が軽減されます

　保険税や高額療養費、70歳以上の自己負担額は、前年の
所得の申告等に基づき算定されています。障害・遺族年金の
受給者や預貯金等で生活されていた方、扶養されていた方な
ど、収入がない方も住民税の申告（収入がないことの申告）
を行ってください。
　保険税の軽減措置の対象となる世帯でも、申告がない世帯
は軽減措置の対象となりませんのでご注意ください。
　世帯全員の所得を申告して、平成29年中の所得が下表の
基準額以下の場合は、保険税の平等割と均等割が軽減されま
す。

　会社の倒産や解雇、雇い止めなど非自発的な理由により離
職し、「特定受給資格者」又は「特定理由離職者」として雇
用保険を受給される方は、申請することにより保険税が一定
期間軽減されます。
　次のすべての条件に該当する方が対象です。�
①平成21年３月31日以降に失業した方�
②失業時点で65歳未満の方�
③�雇用保険の特定受給資格者又は特定理由離職者で雇用保険
受給資格者証に記載された離職理由に11、12、21、22、
23、31、32、33、34のいずれかのコードが記載されて
いる方
※�「雇用保険特例受給資格者証」、「雇用保険高年齢受給資格
者証」をお持ちの方は対象外

information

◆国保税の軽減措置
減　　額　　基　　準 軽　減　割　合

総所得金額が （平等割･均等割の）
7割33万円

以下の世帯
総所得金額が （平等割･均等割の）

5割33万円+（27万5千円×被保険者数）
以下の世帯
総所得金額が （平等割･均等割の）

2割33万円+（50万円×被保険者数）
以下の世帯

←所
得
の
申
告
は
忘
れ
ず
に

今
年
度
分
の
納
税
通
知
書
は

６
月
中
旬
に
発
送

保
険
税
率
等
の
改
定

平成30年度の税率等

区分 医療分 支援金分 介護分

所得割 5.33% 2.29% 1.89%

資産割 10.40% 5.48% 10.73%

均等割 25,500円 9,300円 10,600円

平等割 22,600円 8,100円 6,800円

平成29年度の税率等

区分 医療分 支援金分 介護分

所得割 6.75% 1.55% 1.40%

資産割 12.00% 4.00% 7.00%

均等割 29,400円 6,800円 8,400円

平等割 26,400円 6,200円 5,600円

⇦

　
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
あ

る
６
月
１
日
を
中
心
に
、
全

国
で
人
権
擁
護
の
啓
発
活
動

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
本
町
で
も
、
人
権
擁
護
委

員
に
よ
る
特
設
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。

　
不
当
な
差
別
や
い
じ
め
、

暴
力
や
虐
待
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
誹
謗
中
傷
な

ど
、
自
分
の
人
権
が
侵
害
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
ま
ち
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

が
、
あ
な
た
の
悩
み
の
解
決

を
一
緒
に
考
え
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

︻
人
権
擁
護
委
員
︼

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務

大
臣
の
委
嘱
を
受
け
て
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
よ
う
、
様
々
な
啓
発

４
日
に
「
特
設
相
談
所
」
開
設

『
あ
り
が
と
う

　友達
つ
く
る

　その
言
葉
』

　
平
成
29
年
度
町
人
権
標
語
　小
学
生
の
部
最
優
秀
賞
作
品

や
相
談
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

︻
本
町
の
特
設
相
談
所
︼

日
時
　
６
月
４
日
（
月
）
午

後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所
　
や
す
ら
ぎ
荘

※�

予
約
不
要
。
秘
密
厳
守

無
料
。
行
政
相
談
も
同
時
開

催︻
そ
の
他
の
相
談
窓
口
︼

京
都
地
方
法
務
局
宇
治
支
局

（
☎
２
４
︲
４
１
２
２
）
／

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

（
☎
０
５
７
０
︲
０
０
３
︲

１
１
０
）
／
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
（
☎
０
１
２
０
︲

０
０
７
︲
１
１
０
）
／
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
☎

０
５
７
０
︲
０
７
０
︲
８
１

０
）税

住
民
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
４
）



新
庁
舎
建
設
事
業
に
向
け
て

　「
平
成
29
年
度
の
地
質
調
査
・

　
　
　
　
　
　
　土
壌
調
査
結
果
」
VOL.1

2

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課
（
☎
８
８
‐
６
６
１
６
）

　
お
子
さ
ん
の
体
調
が
す
ぐ
れ

な
い
が
、仕
事
や
用
事
の
た
め
、

看
病
で
き
な
い
時
な
ど
に
、
宇

治
徳
洲
会
病
院
の
病
児
等
保
育

室
「
ひ
ま
わ
り
ル
ー
ム
」
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
　
次
の
条
件
に
す
べ
て
該

当
す
る
方

①
町
内
在
住
で
、
生
後
２
カ
月

か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
児
童

②
病
気
中
や
回
復
期
に
あ
る
た

め
、
保
育
園
等
に
通
え
な
い
児

童③
保
護
者
の
都
合
に
よ
り
家
庭

で
保
育
で
き
な
い
児
童

利
用
時
間
　
（
月
）
～
（
金
）

午
前
７
時
～
午
後
７
時
／（
土
）

午
前
７
時
～
午
後
６
時

休
日
　
（
日
）・（
祝
）・
年
末

年
始
（
12
月
29
日
～
翌
年
１
月

４
日
）

利
用
料
金
　
１
日
あ
た
り
10
時

間
ま
で
２
千
円+

昼
食
・
お

や
つ
代
３
０
０
円
（
生
活
保
護

受
給
世
帯
又
は
町
府
民
税
非
課

税
世
帯
は
減
免
あ
り
）

利
用
方
法
　
「
ひ
ま
わ
り
ル
ー

ム
」
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
利
用
に
は
﹃
医
師
連
絡
票
﹄

の
提
出
が
必
要
で
す
。

受
付
時
間
　
午
後
４
時
～
７
時

所
在
地
　
宇
治
市
槙
島
町
石
橋

１
４
５
番

備
考
　
詳
し
く
は
、
宇
治
徳
洲

会
病
院
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
ひ
ま
わ
り
ル
ー
ム
へ
直
接

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宇
治
徳
洲
会
病
院
ひ
ま
わ
り

ル
ー
ム（
☎
２
５
︲
５
８
８
７
）

健
康
児
童
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
６
）

病
児
保
育
の
ご
案
内

�

有
事
の
際
に
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　
家
族
や
自
分
が
認
知
症

か
も
し
れ
な
い
。
介
護
が

必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
ん
な
時
、
あ
な
た

は
ど
う
し
ま
す
か
？

　
認
知
症
の
症
状
か
ら
介

護
保
険
の
使
い
方
ま
で
、

知
っ
て
お
け
ば
安
心
。
認

知
症
に
な
っ
て
も
誰
も
が

自
分
ら
し
く
自
宅
で
生
活

し
た
い
も
の
で
す
。
家
族

「認知症になったらどうする？」

介護が必要になったら講座
介護医療課　地域包括支援センター☎８８‐３７１９

が
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
、

地
域
が
で
き
る
こ
と
を
お
話

し
し
ま
す
。
講
座
の
後
半
に

は
、
介
護
予
防
（
認
知
症
予

防
）
に
役
立
つ
体
操
も
行
い

ま
す
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
も
兼
ね
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時
・
場
所
　
各
地
区
公
民

館
・
自
治
会
館
等
（
左
表
）

地　　区 日 時　間

高 　 尾 6月６日㊌ 午　後

郷 之 口 9月11日㊋ 午　後

銘 城 台 6月12日㊋ 午　前

荒　木（やすらぎ荘） 10月17日㊌ 午　後

南 10月２日㊋ 午　後

岩 　 山 ７月25日㊌ 午　前

緑 苑 坂 10月９日㊋ 午　前

禅 定 寺 ７月18日㊌ 午　後

立 　 川 9月７日㊎ 午　後

湯 屋 谷 7月５日㊍ 午　前

奥 山 田 7月４日㊌ 午　後

※午前＝午前10時～正午、午後＝午後２時～４時

　
新
庁
舎
と
都
市
公
園
整
備
予

定
地
に
つ
い
て
、
必
要
な
地
盤

情
報
を
得
る
た
め
の
地
質
調
査

と
土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
い

た
方
法
に
よ
る
土
壌
調
査
を
平

成
28
年
度
に
引
き
続
き
平
成
29

年
度
も
実
施
し
ま
し
た
。

　
地
質
調
査
は
６
カ
所
行
っ
た

結
果
、
支
持
層
に
あ
た
る
ま
で

の
深
度
が
そ
れ
ぞ
れ
35
ｍ
・
32

ｍ
・
38
ｍ
・
20
ｍ
・
28
ｍ
・
22

ｍ
で
し
た
。

　
土
壌
調
査
は
３
カ
所
行
っ
た

結
果
、
法
に
規
定
す
る
基
準
を

超
え
る
特
定
有
害
物
質
は
検
出

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
調
査
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て

は
町
Ｈ
Ｐ
で
公
表
し
て
い
ま

す
。

※�

支
持
層
と
は
構
造
物
を
支
え

る
こ
と
が
で
き
る
地
盤
の
こ

と

　
町
が
単
独
で
行
う
道
路
や
側

溝
等
の
改
良
工
事
施
工
箇
所
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
施
工
箇
所
は
、
各
区

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望
か
ら
選

定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
町
道
新
設
改
良
事

業
及
び
道
路
施
設
（
橋
梁
、
舗

装
）
修
繕
事
業
は
、
住
民
の
利

便
性
、
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
町
道
の
整
備
を
計
画
的

に
進
め
て
い
ま
す
。

︻
町
単
独
土
木
事
業
︼

・
高
尾
＝
９
の
10
号
線
側
溝
改

良
（
公
民
館
前
）

・
郷
之
口
＝
２
の
６
号
線
舗
装

修
繕
（
紫
坊
）
ほ
か
５
カ
所

・
荒
木
＝
３
の
３
号
線
道
路
排

水
改
良
（
西
出
）
ほ
か
２
カ
所

・
南
＝
荒
木
竜
王
線
待
避
所
設

置
（
下
湯
川
）
ほ
か
５
カ
所

・
岩
山
＝
４
の
３
号
線
路
肩
改

平
成
30
年
度

町
単
独
土
木
事
業
施
工
箇
所
決
定

良
（
谷
山
口
）
ほ
か
４
カ
所

・
緑
苑
坂
＝
12
の
１
号
線
歩
道

舗
装
修
繕
ほ
か
１
カ
所

・
禅
定
寺
＝
５
の
９
号
線
側
溝

改
良
（
勝
谷
）
ほ
か
１
カ
所

・
立
川
＝
６
の
13
号
線
道
路
排

水
改
良
（
白
谷
）
ほ
か
３
カ
所

・
湯
屋
谷
＝
７
の
11
号
線
待
避

所
設
置
（
上
大
福
道
）

︻
町
道
新
設
改
良
事
業
︼

・
２
の
23
号
線
道
路
改
良
（
郷

之
口
地
区
）

・
道
路
側
溝
改
良
（
南
、
岩
山
、

立
川
地
区
）

・
奥
山
田
天
神
社
線
道
路
法
面

改
良

︻
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業
︼

・
蛍
橋
ほ
か
橋
梁
修
繕

︻
道
路
舗
装
修
繕
事
業
︼

・
郷
之
口
湯
屋
谷
線
ほ
か
舗
装

修
繕建

設
環
境
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
７
）

主
な
施
工
箇
所

日

　時
　
６
月
15
日
（
金
）
午
後
７
時
～
９
時

　
　
　
　
※�

午
後
６
時
現
在
で
荒
天
の
場
合
は
中
止

場

　所
　�

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階

ロ
ビ
ー
集
合

対

　象
　�

町
内
の
小
学
生
以
下
（
保

護
者
の
同
伴
が
必
要
）

定

　員
　
30
人

講

　師
　�

阪
本
伊
三
雄
氏
（
エ
コ
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
う
じ
た
わ

ら
副
会
長
）

持
ち
物
　
雨
具
な
ど

田
原
川
に
住
む
ホ
タ
ル
に
つ

い
て
学
び
ま
し
ょ
う

夏
の
風
物
詩

ホ
タ
ル
に
つ
い
て
学
ぼ
う

・

社
会
教
育
課
（
☎
８
８
︲
５
８
５
０
）

日 月 火 水 木 金 土

1 2

事業名 あそびの広場

10時～11時半
子育て支援センター

手型・足型

時間
場所

内容

3 4 5 6 7 8 9

「安心感の輪」
子育てプログラム
10時～11時半
保健センター

子育て講座

おでかけ広場

10時～正午
緑苑坂自治会館

シャボン玉遊び

あそびの広場

10時～11時半
子育て支援センター

親子ヨガ

10 11 12 13 14 15 16

家庭応援講座

10時～11時半
子育て支援センター

浴衣着付教室

「安心感の輪」
子育てプログラム
10時～11時半
保健センター

子育て講座

17 18 19 20 21 22 23

あそびの広場

10時～正午
住民体育館

ママの
リフレッシュ

「安心感の輪」
子育てプログラム
10時～11時半
保健センター

子育て講座

おいでよ
あそびの広場
10時～正午

南公民館

24 25 26 27 28 29 30

あそびの広場

10時～11時半
子育て支援センター

わらべうた

「安心感の輪」
子育てプログラム
10時～11時半
保健センター

子育て講座

食育広場
（要予約）
10時～正午
保健センター

絵本の世界

子 育 て 支 援
センター事業

6月

遊ぶ・学ぶ・集う場の「地域子育て支援センター」
お気軽にお越しください。
開設日時▶平日９時～16時半
子育てに関する相談も受け付けています。子育て通信

・あそびの広場　妊婦さんから就学前の親子まで。「広場」や「交流」をします。

・おでかけ広場　町内各地にお出かけします。宇治田原を再発見しましょう。

・家庭応援事業　子育て家庭を応援します。講座やイベント等を行います。

・ファミリー・サ ポート事業　お子様を預けたい方と預かれる方の会員組織

です。今年度は月１回研修も行います。どなたでもご参加

ください。

・授乳育児相談　助産師による相談が受けられます。予約制です。

・子育て相談　　臨床心理士による子育て相談です。どんな悩みでもどうぞ。

今月の
保健・予防案内

乳児後期健康相談　［対象］生後８～10カ月
　1日㊎　午前９時20分～９時50分受付
乳幼児身体計測　 　［対象］小学校就学前まで
　1日㊎　午前10時45分～11時15分
一般・乳幼児健康相談　 　［対象］全年齢
　20日㊌　午前９時30分～11時30分
BCG予防接種　［対象］5カ月～１歳未満
　13日㊌　午後１時15分～２時受付
離乳食教室　 　［対象］生後４～７カ月児の保護者
　22日㊎　午前10時～正午

　　　　　　　いずれも保健センター
　　　　　　　 ＝要予約

今月の
元気はつらつ！若返り塾

･ 保健センター ☎88－6636

場　　　所 日 時間
おやじエクササイズ
（総合文化センター） ８日㊎、22日㊎ 午前

高 尾 公 民 館 22日㊎ 午後

郷 之 口 会 館 21日㊍ 午後

銘 城 台 自 治 会 館 29日㊎ 午前

荒木（やすらぎ荘） 15日㊎ 午後

南 公 民 館 29日㊎ 午後

岩 山 会 館 ６日㊌ 午前

緑 苑 坂 自 治 会 館 20日㊌ 午前

禅 定 寺 会 館 14日㊍ 午後

立 川 公 民 館 28日㊍ 午後

湯 屋 谷 会 館 15日㊎ 午前

奥 山 田 会 館 27日㊌ 午後

※午前＝午前10時～正午、午後＝午後２時～４時

地域子育て支援センター ☎８８－６６２２・FAX８８－６６４６

場所

お知らせ

子育てサービス利用支援窓口
８時半～１７時１５分
月曜日～金曜日

初講座！浴衣の着付けに挑戦しま
しょう。講師はお茶でお馴染みの高
田美貴子先生です。
保育ルーム有り（予約制）

寺西しのぶ先生による、親子
で楽しめるヨガです。
親子でふれあいながら、心も
体もすっきりさせましょう♪

わらべうた
サークルさん
の優しい声が
聞けます

保育ルームが
有ります
（予約制）

　「安心感の輪」子育てプログラムを６月６日から、毎
週水曜日10時～ 11時半の４回連続講座で行います。
　親子の健全な愛着に注目したこのプログラム。昨年の
参加者からは、「子どもの行動の意味がわかった」「余裕
を持って子どもに接することができるようになった」と
の声をいただきました。また、毎週顔を合わせて学んで
いると気心が知れてきて、皆さん和気あいあいとした雰
囲気となりました。
　子育てを学びながら様々なお話もできる「安心感の輪」
子育てプログラム。皆さんの参加をお待ちしています。

健康のお便り
Health　center

　私たちのからだは食べたもので出来ています。痩せていたり、太っていたりは今までの食事の結果で
す。
　定期的に体重測定をして、日々の活動に見合った食事量を見つけましょう。健康で生き生きとした生
活を送れるように、まずは食生活から見直してみませんか？

①早寝・早起き朝ごはんの習慣を
　朝食は１日の活動源。朝食をしっかり食べ
て健康なからだ作りを！手軽なことから始め
ましょう。

②毎食もりもり緑黄色野菜を食べる
　旬の野菜は栄養価が高く美味しいです。毎
食１～２皿野菜を食べましょう。野菜は加熱
することでかさが減り、生で食べる時よりも
たくさんの量を食べることができます。

③うす味をこころがける
　塩分の取りすぎは高血圧を招きます。1日
の食塩相当量は成人男性８ｇ未満・女性７ｇ

未満を心がけましょう。

④宇治田原産の食材を知って食べる
　お茶・きゅうり・水菜・椎茸など地元産の
旬の食材を食べましょう。

⑤バランスのよい食事を心がける
　主食・副菜・主菜を組み合わせることで、
栄養面や見た目にもバランスの良い食事にな
ります。
　下図、食事バランスガイドは、１日の料理
を主食、副菜、主菜、牛乳・乳製品、果物の
５つに分け、望ましい組み合わせをコマのイ
ラストで表しています。

保健センター ☎88－6636

　食でいきいきうじたわら

食事
バランス
ガイド（1日分）

主
食

ごはん、パン、麺
＊ご飯（中盛り）
4杯程度

主
菜

魚・肉・卵・
大豆料理
３皿程度

副
菜

野菜、きのこ、芋、
海藻料理
５皿程度

牛
乳
・

乳
製
品

牛乳１本（200cc）
程度

果
物

りんご半分とみか
ん1個程度

授乳育児相談（要予約）
２７日（水）
１０時～正午

子育て支援センター

子育て相談（要予約）
１８日（月）
１３時～１５時

子育て支援センター

子育てサークル活動日
ママ’sアクション	 6日（水） 10時～ ＠子育て支援センター
 　18日（月） 正午～ ＠子育て支援センター
たんぽっぽサークル 18日（月） 10時～ ＠住民体育館
わらべうたサークル 25日（月） 10時～ ＠子育て支援センター

 「安心感の輪」子育てプログラム



こちら消防分署 宇治田原分署　☎88－5500

暮らしの
情報

I N FO RMAT I ON

＝問合せ先　 ＝申込先

6月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

募

集

日
時
　
７
月
23
日
（
月
）
～
24

日
（
火
）

行
先
　
原
爆
ド
ー
ム
、
平
和
記

念
資
料
館
、
厳
島
神
社
ほ
か

対
象
　
町
内
在
住
の
小
学
５
・

６
年
生
、
中
学
生

※�

参
加
者
全
員
が
８
月
４
日

（
土
）
の
「
平
和
の
つ
ど
い
」

で
学
習
成
果
を
発
表

定
員
　
15
人

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

参
加
費
　
２
，
５
０
０
円

受
付
　
ハ
ガ
キ
に
「
広
島
平
和

体
験
学
習
」
と
明
記
し
、住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
性
別
・
学

校
・
学
年
（
年
齢
）・
保
護
者
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送

締
切
　
６
月
15
日
（
金
）

参
加
決
定
　
締
切
後
、
ハ
ガ
キ

で
通
知

・

非
核
平
和
都
市
推
進
協

議
会
事
務
局
（
総
務
課
内
〒
６

１
０
︲
０
２
８
９
荒
木
西
出

10
・
☎
８
８
︲
６
６
３
１
）

書
道
の
部

●
課
題
＝
▼
小
学
生
「
平
和
」

▼
中
学
生
「
世
界
平
和
」
▼
一

般
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」

●
規
格
＝
▼
小
学
生
：
市
販
の

半
紙
▼
中
学
生
・
一
般
：
市
販

の
短
冊
か
画
仙
紙

絵
画
・
標
語
の
部

●
課
題
＝
非
核
・
平
和
に
関
す

る
も
の

●
規
格
＝
特
に
制
限
な
し

対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

応
募
点
数
　
制
限
な
し

締
切
　
７
月
25
日
（
水
）

受
付
　
作
品
の
裏
面
に
鉛
筆

で
、住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
（
学
年
）・
電
話
番
号
を

記
入
し
、
持
参
か
郵
送

展
示
　
８
月
１
日
（
水
）
～
15

日
（
水
）
の
平
和
推
進
旬
間
に

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー

で
展
示

備
考
　
応
募
者
全
員
に
参
加
賞

進
呈
。
応
募
作
品
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

・

非
核
平
和
都
市
推
進
協

議
会
事
務
局
（
総
務
課
内
☎
８

８
︲
６
６
３
１
）

過
去
を
知
り
未
来
を
考
え
る

広
島
平
和
体
験
学
習

書
道
・
絵
画
・
標
語

平
和
作
品
募
集

採
用
人
数
　
15
人

採
用
条
件
　
４
月
１
日
現
在
で

18
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
（
高

校
生
不
可
）。
通
勤
が
概
ね
１

時
間
以
内
で
、（
日
）・（
祝
）

お
盆
に
も
勤
務
可
能
な
方

※�

採
用
者
は
、
事
前
に
普
通
救

住
民
プ
ー
ル
臨
時
職
員
募
集

　
人
と
動
物
（
哺
乳
類
、
鳥
類

及
び
爬
虫
類
に
限
る
）
と
の
心

動
物
愛
護
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

温
ま
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
　
人
と
動
物
と
の
ふ
れ

あ
い

作
品
の
規
格
　
四
ツ
切
又
は
Ａ

４
サ
イ
ズ
。
カ
ラ
ー
・
白
黒
ど

ち
ら
で
も
可
（
パ
ソ
コ
ン
プ
リ

ン
ト
も
可
。
た
だ
し
、
合
成
・

加
工
し
た
も
の
は
不
可
）

応
募
資
格
　
府
内
に
在
住
、
通

勤
又
は
通
学
し
て
い
る
方

応
募
点
数
　
１
人
４
点
以
内

締
切
　
７
月
31
日
（
火
）（
郵

送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効
）

・

京
都
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
７
５
︲
６
７
１
︲

０
３
３
６
）
／
府
健
康
福
祉
部

生
活
衛
生
課
（
☎
０
７
５
︲
４

１
４
︲
４
７
６
３
）
／
府
山
城

北
保
健
所
（
☎
２
１
︲
２
９
１

２
）

募
集
種
目
と
資
格

①�

航
空
学
生
＝
高
卒
又
は
高
専

３
年
次
修
了
者
（
見
込
含
）

海
上
：
18
歳
以
上
23
歳
未
満

航
空
：
18
歳
以
上
21
歳
未
満

②�

一
般
曹
候
補
生
＝
18
歳
以
上

27
歳
未
満

③�
自
衛
官
候
補
生
＝
18
歳
以
上

27
歳
未
満

受
付
期
間
　

①
②
＝
７
月
１
日
（
日
）
～
９

月
７
日
（
金
）
③
＝
通
年

・

宇
治
地
域
事
務
所
（
☎

４
４
︲
７
１
３
９
）

自
衛
官
募
集

日
時
　
10
月
２
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
開
式

※�

午
前
９
時
30
分
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
出
発
～
午
後
５
時
帰

着
（
予
定
）

京
都
府
戦
没
者
追
悼
式
参
列

者
募
集

←

　自分たちのまちを守
るチカラになろうと今
年4月、13名 の 新 入
団員をむかえることが
できました。今月は７
名の団員を紹介しま
す。 第１分団第１部（南）

山田　直斗
第１分団第１部（南）
桝村　勇介

第１分団第１部（南）
久居　　純

第１分団第２部（立川）
福本　知浩

第１分団第２部（立川）
清水　竜平

第１分団第３部（湯屋谷）
浅田　雅弘

第１分団第１部（南）
松村　　良

　梅雨前線や台風による豪雨により、近年死者を伴う大
規模な水害が発生しています。
　水害は地震と違い、事前に情報を入手できます。
　日ごろから天気予報に注意し、準備しておくと被害を
最小限に食い止めることができます。
　再度、避難場所や避難経路、家族どうしの連絡方法を
確かめ、非常持ち出
し袋などを準備して
おきましょう。
　家族・隣近所・地
域、私たちが暮らす
地域の絆を最大限に
活かし、今できるこ
とから始めましょ
う。

梅雨の季節、水害に備えましょう
がんばってます！消防団 Fire Busters 総務課 ☎88－6631

命
講
習
を
受
講

採
用
期
間
　
６
月
14
日
（
木
）

～
８
月
31
日
（
金
）。
毎
週
火

曜
日
は
休
み
。
勤
務
日
相
談

勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

賃
金
　
町
臨
時
職
員
取
扱
規
程

に
基
づ
き
支
給

受
付
　
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
又
は
住
民
体
育
館
備
え

付
け
の
登
録
申
込
書
（
顔
写
真

貼
付
）
を
提
出

締
切
　
６
月
14�

日
（
木
）

・

住
民
体
育
館
（
☎
８
８

︲
４
５
６
７
）

募
集
戸
数
　
一
戸
（
２
名
以
上

申
込
み
の
場
合
は
抽
選
）

所
在
地
　
荒
木
天
皇
６
第
14
号

受
付
　
申
込
書
に
必
要
書
類
を

添
え
て
建
設
環
境
課
へ
持
参

※�

募
集
案
内
・
申
込
書
は
建
設

環
境
課
に
備
え
付
け
。
町
Ｈ

Ｐ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

締
切
　
６
月
11
日
（
月
）

入
居
可
能
日
　
７
月
１
日
（
日
）

建
設
環
境
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
７
）

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

お
知
ら
せ

場
所
　
国
立
京
都
国
際
会
館

対
象
　
戦
没
者
の
配
偶
者
・
子
・

父
母
・
兄
弟
姉
妹
・
孫
・
そ
の

他
の
三
親
等
内
親
族

締
切
　
６
月
25
日
（
月
）

・

福
祉
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
５
）

←　
平
成
30
年
度
の
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
主
催
事
業
の
年
間
予
定

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
各
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は

決
定
次
第
、
町
民
の
窓
や
新
聞

折
込
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
30
年
度

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
事

業
の
年
間
予
定

ジャンル タイトル（仮称） 開催日

映画

さざんかシネマ
（①怪盗グル―のミニオ
ン大脱走②８年越しの花
嫁③星めぐりの町）

7月28日（土）

バラエティー 爆笑ライブ 11月（予定）

文化 /芸能 夏井いつき句会ライブ
平成31年
2月15日（金）

　
公
共
下
水
道
や
町
設
置
浄
化

下
水
道
・
町
設
置
浄
化
槽
の
使

用
人
数
に
変
更
あ
れ
ば
届
出
を

槽
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
使

用
人
数
に
変
更
が
あ
れ
ば
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

　
水
道
水
以
外
の
井
戸
水
な
ど

を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
料
金

が
使
用
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。

上
下
水
道
課
（
☎
８
８
︲
３

３
３
７
）

　
多
く
の
方
が
利
用
し
て
い
る

水
道
。
健
康
的
な
生
活
や
社
会

活
動
を
支
え
る
必
要
不
可
欠
な

生
活
基
盤
と
し
て
、
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

本
町
で
も
、
安
全
で
よ
り
質
の

高
い
飲
料
水
を
安
定
的
に
供
給

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
、
水
需
要
の
増
大
や

渇
水
に
対
処
す
る
必
要
性
が
生

じ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に

も
、
限
り
あ
る
水
資
源
を
大
切

に
し
ま
し
ょ
う
。

上
下
水
道
課
（
☎
８
８
︲
３

３
３
７
）

「
水
道
水
　
安
全
　
お
い
し

い
　
金
メ
ダ
ル
」
第
60
回
水

道
週
間
６
月
１
日
～
７
日

　
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

は
、
内
閣
府
が
公
募
し
、
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
夏
に
開
催
さ
れ

る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
関
心
が

高
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
、

男
性
と
女
性
が
、
職
場
・
学
校
・

地
域
・
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ

う
、
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
つ
い
て
こ
の
機
会
に
今
一

度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
走
り
出
せ
、
性
別
の
壁
を

超
え
て
、
今
」
男
女
共
同
参

画
週
間
６
月
23
日
～
29
日

参
考
　
内
閣
府
男
女
共
同
参
画

局
Ｈ
Ｐ
（h

ttp
://w

w
w
.

gender.go.jp

）

企
画
財
政
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
２
）

　
町
府
民
税
な
ど
を
納
付
書
で

納
め
る
場
合
、
コ
ン
ビ
ニ
で
24

時
間
お
支
払
い
が
で
き
ま
す
。

便
利
な
コ
ン
ビ
ニ
納
付
も
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

期
限
　
コ
ン
ビ
ニ
取
扱
期
限
の

記
載
が
あ
る
納
付
書
は
そ
の
日

ま
で
、
記
載
が
な
い
納
付
書
は

納
期
限
ま
で
。

税
住
民
課
（
☎
８
８
︲
６
６

３
３
）

　
納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
町
内
金
融
機
関
窓
口
に
町
税

等
口
座
振
替
納
付
依
頼
書
を
備

え
て
い
ま
す
の
で
、
預
金
通
帳

と
ご
使
用
の
印
鑑
を
ご
持
参
の

う
え
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

取
扱
金
融
機
関
　
京
都
銀
行
、

京
都
中
央
信
用
金
庫
、
京
都
や

ま
し
ろ
農
業
協
同
組
合
、
南
都

銀
行
、
京
都
信
用
金
庫
、�

り
そ

な
銀
行
、
み
ず
ほ
銀
行
、
三
菱

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　
町
外
の
金
融
機
関
へ
申
し
込

ま
れ
る
場
合
は
、
町
税
等
口
座

24
時
間
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ

ニ
納
付

口
座
振
替
の
案
内

　
労
働
保
険
料
の
申
告
納
付

は
、
７
月
10
日
（
火
）
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
（
土
日
祝
は
除

く
）。

　
申
請
は
、
電
子
申
請
を
ご
利

用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料

の
納
付
も
口
座
振
替
可
能
で
す
。

京
都
労
働
局
総
務
部
労
働
保

険
徴
収
課
（
☎
０
７
５
︲
２
４

１
︲
３
２
１
３
）

事
業
者
の
み
な
さ
ん
へ

平
成
30
年
度
労
働
保
険
年
度

更
新

　
豊
富
な
経
験
や
知
識
等
を
い

か
し
、
地
域
の
活
性
化
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
充
実
を
図
る

高
齢
者
の
団
体
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
　
60
歳
以
上
の
方
が
半
数

以
上
を
占
め
、
５
名
以
上
か
ら

な
る
団
体

交
付
額
　
活
動
に
必
要
な
額
の

３
／
４
（
上
限
10
万
円
）

活
動
例
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
趣
味
活
動
、
又
は
健
康
づ
く

り
や
地
域
課
題
に
対
す
る
活
動

で
持
続
性
の
あ
る
も
の

介
護
医
療
課
（
☎
８
８
︲
６

６
１
０
）

高
齢
者
の
団
体
活
動
を
応
援

振
替
納
付
依
頼
書
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

税
住
民
課
（
☎
８
８
︲
６
６

３
３
）

平
成
30
年
春
の
叙
勲

　旭
日
双
光
章

　地
方
自
治
功
労

　
　
　
　
　藤

　永

　
　
　弥
さ
ん

　
法
令
で
定
め
ら
れ
た
手
続

の
た
め
に
、
行
政
機
関
や
民

間
企
業
な
ど
へ
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
告
知
が
必
要
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
を

持
っ
て
い
れ
ば
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
確
認
と
本
人
確
認
が

１
枚
で
で
き
便
利
で
す
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）は
氏
名
、

住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
、

個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

の
ほ
か
、
顔
写
真
が
表
示
さ

れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
で
す
。

　
本
人
確
認
の
た
め
の
身
分

証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
る

ほ
か
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
に

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

交
付
を
希
望
す
る
方
は
、
次

の
方
法
に
よ
り
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

︿
郵
便
に
よ
る
申
請
﹀ 

　
通
知
カ
ー
ド
に
同
封
の
交

付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
顔
写
真
を
貼
っ
て
、

返
信
用
封
筒
で
郵
送

︿
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る

申
請
﹀

①�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
顔
写

真
を
撮
影

②�

交
付
申
請
書
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
、
画
面
の

案
内
に
し
た
が
っ
て
、
顔

写
真
や
必
要
事
項
を
登
録

︿
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
申
請
﹀

①�

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
で

顔
写
真
を
撮
影

②�

申
請
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

（
※
）
に
ア
ク
セ
ス
し
、

画
面
の
案
内
に
し
た
が
っ

て
、
顔
写
真
や
必
要
事
項

を
登
録

①�

交
付
申
請
書
を
郵
送
す
る

場
合
、
通
知
カ
ー
ド
は
必

ず
切
り
取
っ
て
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

②�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
交
付

申
請
書
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
場
合
は
、
自
分

の
申
請
書
で
あ
る
こ
と
を

よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

③�

交
付
申
請
書
に
印
字
さ
れ

た
氏
名
や
住
所
に
変
更
が

あ
る
場
合
は
、
税
住
民
課

で
新
し
い
申
請
書
を
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

　�h
t
t
p
s
:/
/
w
w
w
.

kojinbango-card.go.jp/
kofushinse/

（「
個
人
番
号
カ
ー
ド
　
申

請
」
で
検
索
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
１
２

０
︲
９
５
︲
０
１
７
８
）
／

税
住
民
課
（
☎
８
８
︲
６
６

３
４
）

み
ん
な
の
お
た
す
け
カ
ー
ド
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付

申
請
方
法

申
請
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
☎
８

８
︲
５
８
５
１
）



今月のレシピ　「スライス玉ねぎピリ辛サラダ」

（１人分）　エネルギー　98kcal　　蛋白質　6.3 ｇ　　脂質　3.2 ｇ
	 カルシウム　76mg　　塩分　0.7g

 今月の食改さん

上辻真知代さん
 第６班（奥山田）

　ポン酢のかわりに
お好みのドレッシン
グをかけてもおすす
めです。
　旬の新玉ねぎが美
味しいです。

作り方

①	玉ねぎは皮をむき、両端を落とし縦半
分に切り、薄くスライスして冷蔵庫に
入れる。
豆腐は４等分に、トマトは食べやすい
大きさに切る

②	お皿に①を盛り付け、ポン酢をかけ、
お好みでラー油をかける。

玉ねぎに含まれるカリウムは、余分な水分やナトリウムの
排泄を助け、むくみ改善や血圧の低下に役立ちます。
水にさらすと流れるので生のままで食べることがおすすめです。

材　料

玉ねぎ　……………… 　中２つ
絹ごし豆腐　…… 1丁（400g）
トマト　……………… 　中２つ

Ａ　ぽん酢  ………  大さじ２
　　ラー油　…………… 　適量

（4人分）

食改の窓　No.207

・ 社会福祉協議会☎88－3294／ FAX88－4094

社協通信

日　時　6月22日金　午前10時～午後４時
場　所　サンピア伊賀　　
参加費　2,000円（当日徴収）
受　付　6月15日金までに社協へ

※会員も募集中 !!
　�65歳以上の一人暮らしの
方なら、どなたでも入会で
きます。年間３～４回のレ
クリエーションがありま
す。みんなで楽しく交流し
ましょう！

一人暮らし高齢者の会『わかば会』
総会＆レクリエーションのお知らせと会員募集！

相

談

まちかどほっとナウ
Ujitawara  Town  Topics 

　ＧＷ後半初日、前日まで雨だった天気もようやく回
復を見せ、雨粒が日の光を浴びキラキラと輝いたこの
日、ふれあい交流施設（西ノ山展望広場）がオープン
しました。
　宇治市方面からの入り口となる展望広場は、府内最
大級の西ノ山集団茶園の全景を楽しむことができま
す。
　当日は、オープニングをお祝いし、来場者に水出し
新茶でおもてなし。「景色もお茶も素晴らしい」と感
激されていました。

　うぐいす宇治田原幼稚園（＝堀陽子園長）に本町の
“お茶文化大使”を務める京都タワーのマスコット
キャラクター「たわわちゃん」と本町マスコットキャ
ラクター「茶ッピー」が訪れ、園児さんたちとお茶摘
みを楽しみました。
　園児さんたちはお友達と一緒に、あかねだすきや
はっぴの摘み子衣装に着替えて、首からぶら下げた箱
いっぱいに新茶を摘んでいました。

集団茶園を一望
ふれあい交流施設オープン

お友達とお茶摘み
みんな仲良し楽しいな
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5／9

　
町
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
①

母
子
・
父
子
世
帯
②
児
童
世
帯

③
障
が
い
者
世
帯
④
長
期
療
養

者
世
帯
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
、
高
校
１
～
３
年
生
に
奨
学

金
を
支
給
し
ま
す
。
要
件
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

締
切
　
７
月
２
日
（
月
）

・

府
山
城
北
保
健
所
綴
喜

分
室
（
☎
６
３
︲
５
７
４
５
）

／
健
康
児
童
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
６
）

平
成
30
年
度
京
都
府
高
校
生
給

付
型
奨
学
金
等
の
第
２
次
申
請

　
「
現
況
届
」
は
、
毎
年
６
月

１
日
の
状
況
を
把
握
し
、
６
月

分
以
降
の
児
童
手
当
等
を
引
き

続
き
受
け
る
要
件
（
児
童
の
監

督
や
保
護
、
生
計
同
一
関
係
な

ど
）
を
満
た
し
て
い
る
か
を
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
提
出
が
な
い
場
合
に
は
、
６

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

児
童
手
当
「
現
況
届
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い

　
現
在
、
本
町
か
ら
児
童
手
当

等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に

は
、「
現
況
届
」を
送
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
手
当
の
新
規
認

定
及
び
出
生
等
額
改
定
認
定
に

該
当
さ
れ
る
方
で
ま
だ
請
求
書

を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

お
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

締
切
　
６
月
29
日
（
金
）

健
康
児
童
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
６
）

　
法
律
で
は
、
原
則
的
に
ご
み

の
野
焼
き
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
燃
や
す
ご
み
は
、
指
定
の

ご
み
の
日
に
出
す
か
、
城
南
衛

生
管
理
組
合
の
処
分
場
へ
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。
田
畑
の
草
刈

り
し
た
も
の
を
多
少
燃
や
す
こ

と
は
例
外
的
に
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
大
量
の
煙
が
発
生
す

る
と
近
所
迷
惑
に
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
前
に
消

防
署
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
焼
却
炉
で
ご
み
を
燃
や

ご
み
の
野
焼
き
は
や
め
ま

し
ょ
う

す
方
も
い
ま
す
が
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
が
発
生
し
な
い
よ
う
基
準

に
適
合
し
破
損
し
て
い
な
い
も

の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品

（
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
等
）
を
解

体
し
て
燃
や
す
こ
と
は
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

建
設
環
境
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
９
）

内
容
　
親
子
で
楽
し
む
手
遊

び
、
保
護
者
の
交
流
な
ど

日
時
　
６
月
９
日
（
土
）
午
前

11
時
～
午
後
２
時

場
所
　
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン

タ
ー

対
象
　
聞
こ
え
に
く
い
子
ど
も

と
そ
の
ご
家
族
、
子
ど
も
の
聞

こ
え
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
ご

家
族

参
加
費
　
無
料

受
付
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
電
話
で
、

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
子
ど

も
の
年
齢
・
聞
こ
え
の
状
態
を

連
絡

南
部
難
聴
幼
児
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業

締
切
　
６
月
８
日
（
金
）

・

府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン

タ
ー
（
☎
３
０
︲
９
０
０
０
・

ＦＡＸ
５
５
︲
７
７
０
８
）

　
捕
獲
し
た
コ
イ
を
再
放
流
す

る
場
合
を
除
き
、
コ
イ
を
持
ち

出
し
、
他
の
水
域
に
放
流
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
コ
イ
を
他
の

水
域
に
放
流
す
る
場
合
は
、
コ

イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
に
よ
り
、
そ
の
コ
イ

群
が
陰
性
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

府
農
林
水
産
部
水
産
課
（
☎

０
７
５
︲
４
１
４
︲
４
９
９

２
）

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ま
ん
延
防
止
の

た
め
放
流
は
陰
性
を
確
認
後
に

対
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
所
持

者 身
体
障
が
い
者
（
整
形
外
科
）

相
談

日
時
　
６
月
６
・
13
・
20
・
27

日（
水
）午
後
２
時
～
４
時（
要

予
約
）

場
所
　
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン

タ
ー
城
陽
相
談
室
（
城
陽
市
中

芦
原
）

内
容
　
補
装
具
に
関
す
る
相
談

・

福
祉
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
５
・
ＦＡＸ
８
８
︲
３
２
３
１
）

　
日
常
生
活
で
聞
こ
え
に
不
便

を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

が
専
門
医
に
よ
る
医
療
・
補
装

具
等
の
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
６
月
18
日
（
月
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
研

修
室
１

受
付
　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
相
談
内
容
を
福
祉

課
に
連
絡

締
切
　
６
月
８
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
受
付
締
切

※�

当
日
は
宇
治
市
障
害
者
生
活

身
体
障
が
い
者
（
耳
鼻
科
）

巡
回
相
談

←

お知らせ 町立図書館　☎88－5852

休館日
5・12・（火）
18（月）～26（火）
（蔵書点検による臨時休館）
おはなし会
９日（土）
午前11時～11時30分

※今月の「絵本のじかん」交流		
　会はありません。

今月の予定

オ
レ
、
カ
エ
ル
や
め
る
や

デ
ヴ
・
ペ
テ
ィ

　文

　
あ
る
カ
エ
ル
の
親
子
の

お
は
な
し
で
す
。

　
カ
エ
ル
に
な
り
た
て
の

息
子
は
、
突
然
「
ネ
コ
に

な
る
！
」と
言
い
出
し
た
。

驚
き
つ
つ
も
、
お
父
さ
ん

は
ネ
コ
に
な
れ
な
い
理
由

を
説
明
し
ま
す
。

　
け
れ
ど
も
カ
エ
ル
以
外

に
な
り
た
い
息
子
は
諦
め

き
れ
ず
、
お
父
さ
ん
も
懸

命
に
説
得
を
続
け
ま
す
。

　
そ
ん
な
親
子
の
前
に
現

れ
た
の
は
⋮

　
誰
で
も
な
い
自
分
に
気

づ
け
る
、
ほ
の
ぼ
の
し
た

絵
本
で
す
。

図書館からのお知らせ
蔵書点検による臨時休館
期　間　6月18日⺼～26日㊋
　ご不便をおかけしますが、ご理解とご
協力をお願いします。
※休館中の本のご返却は、総合文化セン
ター２階正面玄関右側のブックポストに
お願いします。ただし、ビデオ・CD・
DVD等視聴覚資料は破損の恐れがあり
ますので、開館中にご返却ください。

バースデーおはなし会
日　時　6月30日圡　午前10時～
場　所　総合文化センター
　　　　交流広場、研修室1(3階 )
内　容　大型絵本ほか予定
　　　　�本とあそぼう全国訪問おはなし

隊（キャラバンカー）がやって
きます！

雨
の
降
る
日
は

　
　学
校
に
行
か
な
い

相
沢

　沙
呼

　著

　　
お
昼
の
保
健
室
は
、
教

室
に
居
場
所
の
な
い
２
人

の
楽
園
。
け
れ
ど
突
然
⋮

　
早
朝
の
教
室
、
毎
日
手

帳
に
書
い
て
い
た
架
空
の

遺
書
。
偶
然
に
も
同
級
生

に
見
ら
れ
て
し
ま
い
⋮

　
揺
れ
動
く
６
人
の
心
を

綴
る
６
つ
の
物
語

　
中
学
生
の
憂
鬱
と
か
す

か
な
希
望
を
描
き
出
す
、

少
し
切
な
い
連
作
短
編
集

で
す
。

ス
ポ
ー
ツ

まちかどほっとナウ
Ujitawara  Town  Topics 

　湯屋谷宗円さんの里づくり会（＝谷村稔会長）主催の
体験イベント“永谷宗円生家新茶まつり”が行われました。
　あいにくの雨にも関わらず、多くの方が訪れ、ホット
プレートを使った製茶の体験を行ったほか、地元の方が
作った新茶をご飯にまぶした「茶飯」や天ぷらに舌鼓を
打っていました。
　また当日は、湯屋谷区の旧共同製茶工場を改修し誕生
した「宇治田原町お茶の京都交流拠点施設」の見学会も
行われました。

　永谷宗円翁の命日である５月17日の前日に、小学５・
６年生を対象にお茶漬けが給食時に提供されました。
　本事業は、今年で４回目を迎え、「お茶漬け」をとお
して、お茶に親しみをもってもらうとともに、「永谷宗
円さん」の偉業と「日本緑茶発祥の地」に対する郷土愛
を育んでもらおうと始まったものです。　
　児童たちは、地元産煎茶を注いだ香り豊かなお茶漬け
の味を楽しみました。

日本緑茶発祥の地で
新茶まつり

お茶漬けをとおして
永谷宗円さんを知る

5／16

支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
員
に
よ

る
生
活
相
談
あ
り
（
事
前
申

込
み
不
要
）

・

福
祉
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
５
・
ＦＡＸ
  ８
８
︲
３
２
３
１
）

←　
当
協
会
で
は
、体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
を
普
及
振
興
し
、
住
民
の
体

力
と
健
康
の
増
進
並
び
に
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
た
町
内
外
の
交

流
を
図
っ
て
い
ま
す
。
５
月
20

日
の
総
会
で
は
事
業
計
画
等
を

決
定
。
同
日
、
総
合
開
会
式
を

開
催
し
、
今
年
度
の
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。

　
各
事
業
に
積
極
的
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

主
催
事
業

　
▼
６
月
30
日
（
土
）

普
通
救
命
講
習
会（
下
記
参
照
）

▼
９
月
30
日
（
日
）
町
民
体
育

「
ス
ポ
ー
ツ
で
も
っ
と
元

気
！
宇
治
田
原
」
体
育
協
会

大
会
▼
12
月
２
日
（
日
）
お
茶

の
里
う
じ
た
わ
ら
マ
ラ
ソ
ン
▼

ほ
か
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
な
ど

役
員

　
▼
会
長
＝
武
村
芳
明
▼

副
会
長
＝
木
村
清
司
・
北
山
信

雄
▼
理
事
長
＝
中
嶋
武
久
▼
副

理
事
長
＝
関
屋
圭
彦
・
前
田
欣

也
▼
事
務
局
長
＝
芦
原
昌
重
▼

事
務
局
次
長
＝
今
西
利
行
▼
会

計
＝
谷
口
茂
弘

体
育
協
会
事
務
局
（
住
民
体

育
館
内
☎
８
８
︲
４
５
６
７
）

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
の
使
い
方
な
ど
ス
ポ
ー

ツ
事
故
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ
方

法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
６
月
30
日
（
土
）
午
前

９
時
～
正
午
（
要
予
約
）

場
所

　
住
民
体
育
館
会
議
室

定
員

　
20
人

ス
ポ
ー
ツ
事
故
を
防
ぐ

普
通
救
命
講
習
会

・

体
育
協
会
事
務
局
（
住

民
体
育
館
内
☎
８
８
︲
４
５
６

７
）

講

座

　
お
は
な
し
を
「
聴
く
」
体
験

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

か
ら
始
め
る
講
座
で
す
。妊
娠
・

子
育
て
中
の
方
、
読
み
聞
か
せ

に
興
味
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

講
師

　
日
向
の
り
子
氏
（
ヴ
ォ

イ
ス
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
・
朗
読
セ

ラ
ピ
ス
ト
）

定
員

　
各
講
座
20
人

受
付

　
希
望
す
る
日
時
を
６
月

28
日
（
木
）
ま
で
に
連
絡

町
立
図
書
館
（
☎
８
８
︲
５

８
５
２
）

日　時 場　所 内　容 対　象

７月２日（月）
午前10時～11時

子育て支援センター 絵本の読み聞かせが
育むもの

育児中の方、出産
予定の方

７月９日（月）
午後１時～３時

総合文化センター
研修室１

絵本の選び方を考え
る

絵本の読み聞かせ
に興味のある方

７月13日（金）
午後１時～３時

総合文化センター
研修室１

絵本を聴く、感じる、
分かちあう

絵本の読み聞かせ
に興味のある方

　
着
物
の
生
地
を
リ
メ
イ
ク
し

た
ブ
ロ
ー
チ
作
り
で
す
。

日
時

　
７
月
６
日
（
金
）
午
前

10
時
～
正
午

場
所

　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
研

修
室
２

対
象

　
町
内
在
住
・
在
勤
で
18

歳
以
上
の
方

定
員

　
先
着
20
人

講
師

　
エ
コ
・
ポ
ー
ト
長
谷
山

エ
コ
フ
レ
ン
ズ
ス
タ
ッ
フ

材
料
費

　
５
０
０
円

着
物
の
リ
メ
イ
ク
教
室

～
大
島
紬
が
ブ
ロ
ー
チ
に
～

　
第
一
線
で
活
躍
す
る
人
に
学

ぶ
講
演
会
を
（
一
財
）
京
都
府

市
町
村
職
員
厚
生
会
が
開
催
し

ま
す
。

日
時

　
７
月
29
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時

場
所

　
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
京
都

定
員

　
先
着
１
０
０
人

講
師

　
土
井
善
晴
氏
（
料
理
研

究
家
）

参
加
費

　
無
料

受
付

　
厚
生
会
Ｈ
Ｐ
か
ら
申
し

込
み

受
付
期
間

　
６
月
22
日
（
金
）

午
前
９
時
～
７
月
６
日
（
金
）

午
後
５
時

・

京
都
府
市
町
村
職
員
厚

生
会
（
☎
０
７
５
︲
４
１
１
︲

０
０
８
４
）

～
食
は
笑
顔
の
は
じ
ま
り
～

料
理
研
究
家
　
土
井
善
晴
さ

ん
講
演
会

締
切

　
６
月
22
日
（
金
）

・

社
会
教
育
課
（
☎
８
８

︲
５
８
５
０
）
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【町の位置】北緯34度51分東経135度51分海抜118メートル（役場）【町の面積】58.16平方キロメートル

くとうてん

　ゴールデンウィ―クが終わり、
田んぼには規則正しく並んだ稲の
苗が風に吹かれ、なびいています。
　また、５月には町内各地で茶摘
みが行われ、表紙にも掲載した茶
摘み体験交流会（21お茶のふるさ
と塾主催）や、永谷宗円生家を舞
台にお茶に関するおもてなしを受
けられる新茶まつり（湯屋谷宗円
さんの里づくり会）など様々なイ
ベントが開催されました。
　これから西ノ山集団茶園にオー
プンした展望台に続き、湯屋谷区
の製茶工場を改修した宇治田原町
お茶の京都交流拠点施設が６月30
日にオープンする予定です。ぜひ
お立ち寄りください。　　（Ｈ）

　　　　　▶元気のヒケツ（80歳以上）　「写真」に、「氏名（ふりがな）」、「年齢」、「元気の秘訣（50文字以内）」、「電話番号」を添えて、郵便かＥメール。ご希望があれば、広
報担当者が写真撮影に伺います。▶わが家のアイドル（乳幼児）　写真と、子どもの「氏名（ふりがな）」・「年齢（〇歳〇ヶ月）」、「メッセージ（25文字以内）」をお送りください。
■ 投稿先　総務課広報 ☎88－6631　〒610－0289（住所記入不要）　Ｅメール info@town.ujitawara.lg.jp

投稿募集中

わが家のアイドル。

浅田　咲
え み り

璃ちゃん （2歳4ヶ月）

　　　瑠
る い と

斗ちゃん （3ヶ月）

大北　咲
さ ら

来ちゃん （1歳7ヶ月）

　　　晴
は る と

翔ちゃん （1ヶ月）

　若林　葵
あおい

ちゃん （４歳）

　　　　菊
きく

ちゃん （0歳3ヶ月）

櫻井　菓
か の

乃ちゃん （1歳2ヶ月）

山﨑　心
こ は る

陽ちゃん （1歳1ヶ月）

いつも弟の世話をありがとう♡ちい
さいママに助けられているよ

元気いっぱい大きくなってね！ ４歳お誕生日おめでとう！姉妹なか
よくすくすくと♪

いとこ同士のふたり、いつまでも仲
良くね♡

日　時　6月16日土
　　　　午後１時30分～（午後１時開場）

場　所　総合文化センター
　　　　さざんかホール

■生涯学習講演会
演　題　わが人生説法
　　　　美しく、燃えて生きたく候

講　師　中西　玄禮	氏

どなたでもご参加いただけます

～経歴～
昭和16年に姫路市に生まれ、龍谷大学大学院修士課程を修了。その後、昭和56
年に浄土宗西山禅林寺派大覚寺の第42代住職となり、平成22年2月に、総本山
永観堂禅林寺管長に就任し、病める現代に仏の教えを説き、明日に生きる勇気を
与える宗教家として活躍している。今年5月には長年つとめた総本山永観堂禅林
寺管長を退任

■同時開催
　絵手紙などの作品展も行っています 教育委員会☎８８－５８５０

産業観光課☎88－6638

　去る５月15日に開催された町議会臨時会において選
任同意を得て、６月１日、宇治田原町副町長に山下康之
氏が就任しました。任期は、平成34年５月31日まで。

経　歴
　昭和30年宇治田原町生まれ宇治田原町育ち。昭和49年に
私立洛南高等学校を卒業後、宇治田原町役場に入庁し、理事
兼総務課長、企画財政課長、教育次長などを歴任し、退職後
も参与として、本町のために尽力。現在62歳

山下康之副町長

メッセージ
　今、本町には宇治田原山手線及び関連
する幹線道路の整備や役場新庁舎の建
設、人口減少対策、移住定住対策の推進
など様々な課題がありますが、これまで
の長きにわたる行政経験をいかし、人が
つながる・未来につながる・お茶のふる
さと宇治田原の実現に向けてがんばって
まいります。

自社商品のPRにもご
活用を

事業者
募集

募集期間 6月1日金→29日金

　本町に「ふるさと納税」をしていただいた方へのお礼に
まちの魅力や特産品をＰＲする「ふるさと特産品」をお送
りしています。この「ふるさと特産
品」のラインナップ強化を図るため
協力事業者を募集します。詳しくは、
応募要領をご覧ください（写真㊨）。

→応募要領・申込書は、町ＨＰに掲
載。企画財政課、総合文化センター
で配布しています。

　ご興味のある方は、お気軽にご参加ください
▪日時　６月４日⺼　　午後２時～３時30分
▪会場　総合文化センター３階　研修室１

■平成29年度の使い道
次代を担う子どもたちのために活用さ
せていただいているふるさと納税。平
成29年度は、田原小学校隣にある学
童施設の建設に使わせていただきまし

た。新しくなった施設で、子どもたちがのびのびと放課後
の時間を過ごしています。

・ 企画財政課☎８８‐６６３２

ふるさと納税が
子ども達の
笑顔に

【事業者向け説明会】

湯屋谷共同製茶工場跡をリノベーションして誕生する『宇治田原町
お茶の京都交流拠点施設』（大字湯屋谷小字尾華21番地）の名称が

6月30日（土）オープン予定

に決定しました。多数のご応募をいただきありがとうございました。
施設の開館時間や営業内容
などは順次発表いたします。


